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     〔那覇市の案内版〕 
地図 墓碑銘 国 名 目 的  死 因 

①   

 ア．商売 イ．戦争 

ウ．布教 エ．遭難 

オ．どちらでもない 

a．壊血病 b．結核 

c．傷害事件 ｄ．溺死 

e．どちらでもない 

②   

 ア．商売 イ．戦争 

ウ．布教 エ．遭難 

オ．どちらでもない 

a．壊血病 b．結核 

c．傷害事件 ｄ．溺死 

e．どちらでもない 

③  
 

 ア．商売 イ．戦争 

ウ．布教 エ．遭難 

オ．どちらでもない 

a．壊血病 b．結核 

c．傷害事件 ｄ．溺死 

e．どちらでもない 

④   

 ア．商売 イ．戦争 

ウ．布教 エ．遭難 

オ．どちらでもない 

a．壊血病 b．結核 

c．傷害事件 ｄ．溺死 

e．どちらでもない 

⑤  

  ア．商売 イ．戦争 

ウ．布教 エ．遭難 

オ．どちらでもない 

a．壊血病 b．結核 

c．傷害事件 ｄ．溺死 

e．どちらでもない 

下は、那覇市が設置した泊外人墓地の案内版の内容です。空欄①～④を埋めてくだ

さい。また、資料１～５でこれらの墓について調べた後、改めて泊外人墓地の文化財

的価値について、あなたはどのように考えますか？空欄⑤に泊外人墓地は琉球の歴史

上どのような場所といえるか、あなたの考えを自由に書いてください。 

        「泊外人墓地から琉球の歴史を考えよう」                  年  組  氏名            本時のねらい 

ここには古くから22基の外国人の墓があったので、『①      』など

と呼ばれていた。その内訳は、中国人（清人）②  人、アメリカ人10人、

イキリス人２人、フランス・スウェーデン人各１人、不明２人となっている。

このうち最も古いのは、中国人（漂流民）のもので墓碑から③    年（康

煕 57年）～1785年（乾隆50年）の年号が読みとれる。その後、欧米船の

来航があいつぎ、1853年～1854年にかけて５度したペリー提督の従者や、

1908年当時沖縄県立中学校の英語教師ヘンリー・モアなど、この地で亡くな

った外国人が葬られている。なかでも英国の水兵、④                                    

の葬儀には、泊住民が惜しみなく協力した。 

それ故この地は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所である。 

（那覇市教育委員会 2000〔平成12〕年３月） 

⑤（どのような場所か？） 

下表の地図①～⑤の墓について、「墓碑銘」にふさわしいものを、資料「泊外人墓地地

図」の A～Eの中から選び、また出身地の現在の国名を書いてください。 

また、①～⑤の人物について、琉球に来た「目的」「死因」について、選択肢から選ん

で答えて下さい。 


